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防
災
体
制
の
強
化
を
図
れ

町
長
／
反
省
を
生
か
し
見
直
す

防災システムの見直しを

町長／アンケート調査を実施

防　災

住
民
の
防
災
意
識

向
上
の
方
策
は

町
長
／
住
民
相
互
の

　
気
運
向
上
を
図
る

避難所の状況（宮之城農業高校体育館）

川
口
　
今
回
の
災
害
で
は
人

的
被
害
が
１
名
で
あ
っ
た
が
、

住
民
の
防
災
意
識
向
上
の
た

め
の
方
策
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長
　
大
規
模
な
災
害
時
に

は
、
道
路
や
通
信
手
段
の
途

絶
な
ど
に
よ
り
救
助
活
動
が

制
限
さ
れ
ま
す
。

　
住
民
が
助
け
合
い
、
組
織

的
に
行
動
す
る
こ
と
や
早
め

に
避
難
す
る
な
ど
の
対
応
が

大
切
で
す
。

　
今
後
は
、
定
期
的
に
「
防

災
訓
練
」
を
実
施
し
、
地
域

の
自
主
防
災
結
成
率
の
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

髙
嶺
　
今
回
の
災
害
対
策
に

つ
い
て
、
反
省
・
課
題
・
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
　
反
省
・
課
題
と
し
て
、

救
助
活
動
や
避
難
所
、
現
地

調
査
等
へ
の
配
備
の
手
薄
や

状
況
把
握
が
的
確
に
行
わ
れ

な
か
っ
た
。

　
今
後
の
対
応
と
し
て
、
役

割
分
担
の
見
直
し
を
行
い
、

現
地
と
本
部
の
間
に
情
報
の

差
が
な
い
よ
う
情
報
収
集
の

専
用
窓
口
を
設
置
し
的
確
な

対
応
を
図
り
ま
す
。

町
長
　
今
回
の
よ
う
な
緊
急

性
の
高
い
場
合
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
情
報
を
ど
の
く
ら

い
の
方
が
認
識
さ
れ
、
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
た
の
か
な

ど
、
被
災
者
の
方
々
が
落
ち

着
い
た
段
階
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
を
実
施
し
、
今
後
の

防
災
対
策
に
役
立
て
ま
す
。

髙
嶺
　
消
防
団
出
動
に
対
す

る
反
省
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長
　
反
省
と
し
て
は
、
消

防
団
を
早
め
に
招
集
す
る
必

要
が
あ
っ
た
、
各
分
団
に
対

川
口
　
防
災
情
報
が
万
全
だ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

伝
達
方
法
の
改
善
が
必
要
。

避
難
命
令
が
住
民
に
ど
う
伝

わ
っ
た
か
検
証
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

す
る
指
揮
命
令
が
十
分
機
能

し
な
か
っ
た
、
情
報
収
集
に

困
難
を
極
め
た
こ
と
な
ど
で

す
。

　
対
策
と
し
て
は
、
災
害
発

生
を
想
定
し
た
早
め
の
招
集

方
法
に
改
め
、
現
場
指
揮
機

能
の
構
築
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
本
部
に
防
災
行
政
無
線

移
動
基
地
局
の
整
備
を
行
う

な
ど
、
改
善
に
努
め
ま
す
。

今
回
の
災
害
時
の

反
省
を
生
か
せ

町
長
／
改
善
に
努
力

防
　
　
災

町
、
関
係
機
関
が
一
緒
に
な
り
現
地
対
策
本
部
を
建
設
会
館
内
に
設
置


